第５・６学年　道徳科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　７月１１日（金）　６校時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対　象　５・６年４組　１６名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　浅利　善仁
１　教材名　「最後のおくり物」（新版みんなのどうとく６年　学研教育みらい）〈Ｂ-(７)　親切・思いやり〉
２　テーマ　　親切や思いやりについて，新たな価値観を獲得しようとする学びっぷり
３　本時の授業
（１）ねらい　
　　　誰に対しても思いやりの心をもち，相手の立場に立って親切にすることについて考えを深める。
　（２）展開
	○主な発問　●中心発問
　・予想される児童の発言・思考
	・教師の働きかけ　◎評価


	１　「親切・思いやり」について考える。
○人の思いやりを感じたことはありますか。
　また，親切にされて嬉しかったときってどんなときですか。
・困ったときに助けてもらった。
・優しく声をかけてもらった。  

   

	・親切や思いやりについての現状の価値観を表出させながら，学習課題を設定する。


	２　「最後のおくり物」を読んで考え，話し合う。
○「親切や思いやり」はありましたか。
　〈ジョルジュじいさん〉
　・同じ守衛さんに，ロベーヌのことを話してく　れた。
　・ロベーヌのためにお金を用意していた。
　・ロベーヌの夢を応援していた。
　〈ロベーヌ〉
　・（お金が届かなくなり，恨んでいたが…）
　・ジョルジュじいさんの息子と名乗った。
　・ジョルジュじいさんに付き添った。
　
●ジョルジュじいさんの「最後のおくり物」は何だったのでしょう。
　・相手のことを思う気持ち
　・人を本気で思う心
　・見返りを求めない心
　・人のために尽くすこと
　・思いを行動で表すこと

	・「親切や思いやり」がどこにあるかを意識させながら範読を聞くようにさせる。
・お互いの行動や状況を整理しながら板書していく。

・「応援していたからといって，お金を用意できるか」「なぜロベーヌは付き添ったのだろう」などの補助発問をしながら関係をつかませていく。

・一人ひとりが考えたことを尊重しながら，交流させていく。

・お金という「物」だけではなく，裏側に込められたジョルジュじいさんの思いや心に気付かせていく。

◎思いやりや親切は，相手のことを深く思う気持ち，心が大切であることに気付くことができている。
　（発言・ノート）

	○「○○」な思いやりや親切について，今日，みなさんが見つけた思いやりや親切について，○○に言葉を当てはめてみましょう。
　・「究極」の思いやりや親切

　・「真」の思いやりや親切

　・「裏表のない」思いやりや親切

　・「本気で思う」思いやりや親切


	・子どもたちの考えに対して，問い返しながら真意に迫っていく。




○○な思いやりや親切について考えよう。
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